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市
立
図
書
館
は
昭
和
36
年
４
月
、

宮
西
町
１
丁
目
の
旧
市
庁
舎
を
利

用
し
、開
館
し
ま
し
た
。そ
の
後
、現

中
央
図
書
館
と
な
る
大
國
魂
神
社

境
内
地
へ
の
新
築
、移
転
と
と
も

に
、各
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
と
同
時

に
、セ
ン
タ
ー
内
に
地
区
図
書
館
を

開
設
し
続
け
た
こ
と
は
、教
育
文
化

事
業
と
し
て
も
評
価
さ
れ
る
べ
き

こ
と
で
す
。蔵
書
数
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、初
期
の「
図
書
館
友
の
会
」、

「
移
動
図
書
館
」な
ど
は
、そ
の
時
々

の
先
駆
的
事
業
と
し
て
全
国
に
紹

介
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、市
民
と
し

て
誇
ら
し
く
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
「
図
書
館
の
ま
ち・府
中
」の
名
声

は
、好
立
地
と
相
ま
っ
て
、今
も
高

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
毎
日
、図
書

館
へ
参
り
ま
す
」と
言
わ
れ
た
市
民

に
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、図

書
館
は
今
や
市
民
生
活
に
は
欠
か

せ
な
い
施
設
に
変
化
し
て
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
会
館
と
の
併
設
に
よ
る
、新

中
央
図
書
館
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
の

建
設
計
画
に
あ
た
り
、私
の
構
想
の

中
心
に
あ
っ
た
こ
と
は
、伝
統
あ
る

「
図
書
館
の
ま
ち・府
中
」の
歴
史
を

引
き
継
ぎ
、現
在
の
図
書
館
専
門

職
、司
書
な
ど
を
活
用
す
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。こ
の
こ
と
は
議
会
の

意
見
と
も
一
致
し
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と

し
て
は
異
例
と
も
言
え
る
、図
書
館

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
大
半
を
市
職
員

が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
し
、新

し
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ

ん
、図
書
購
入
費
な
ど
も
豊
富
に
計

上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
、眺
望
も
楽

し
め
、く
つ
ろ
げ
て
日
参
し
た
く
な

る「
新
中
央
図
書
館
」、本
年
12
月
の

オ
ー
プ
ン
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

日
参
し
た
く
な
る

　
　
　
　

新
中
央
図
書
館

■
市（
都
）民
税
の
申
告
が
必
要

な
方

▽
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
み
、次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

○
給
与
所
得
者
で
、①
勤
務
先

の
給
与
か
ら
市（
都
）民
税
が
差

し
引
か
れ
て
い
な
い
方
、②
給

与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円

以
下
で
、確
定
申
告
が
不
要
な

方
、③
給
与
を
２
か
所
以
上
か

ら
受
け
、確
定
申
告
が
不
要
な

方○
公
的
年
金
の
受
給
者
で
、確

定
申
告
が
不
要
な
方

○
非
課
税
証
明
書
や
所
得
証
明

書
が
必
要
な
方（
平
成
18
年
中
に

収
入
が
な
か
っ
た
方
を
含
む
）

※
期
間
中
に
申
告
を
し
な
い
場

合
、就
園
奨
励
費
の
交
付
や
就
学

援
助
費
の
受
給
申
込
み
、保
育
所

（
園
）の
入
所
申
込
み
、児
童
手
当

な
ど
の
公
的
手
当
や
保
険
給
付
申

請
、市
・
都
営
住
宅
の
入
居
な
ど
の

手
続
き
に
必
要
な
課
税
・
非
課
税

証
明
書
、所
得
証
明
書
な
ど
の
交

付
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、市

内
に
住
ん
で
い
な
い
方
で
、市
内

に
事
務
所
・
事
業
所
、自
己
、ま
た

は
家
族
が
利
用
す
る
た
め
の
住
宅

が
あ
る
方（
市
内
に
扶
養
家
族
が

い
て
、市
外
へ
単
身
赴
任
し
て
い

る
方
な
ど
も
含
む
）

■
申
告
の
際
に
お
持
ち
い
た
だ
く

も
の

○
申
告
書
と
印
鑑

○
平
成
18
年
中
の
所
得
内
容
を
証

明
す
る
書
類（
源
泉
徴
収
票
、事
業

主
の
支
払
証
明
書
な
ど
）

○
平
成
18
年
中
に
支
払
っ
た
社
会

保
険
料（
国
民
健
康
保
険
税
、国
民

年
金
保
険
料
、介
護
保
険
料
な
ど
）

の
支
払
金
額
が
わ
か
る
証
明
書
、

領
収
書
な
ど

○
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
の

控
除
証
明
書

○
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方

は
そ
の
領
収
書

○
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
身

体
障
害
者
手
帳
や
証
明
書
な
ど

○
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
方

は
、平
成
18
年
中
の
配
偶
者
の
所

得
を
確
認
で
き
る
も
の

○
学
生
の
方
は
学
生
証

■
申
告
用
紙
の
発
送

　

昨
年
、市（
都
）民
税
の
申
告
を

さ
れ
た
方
に
、市（
都
）民
税
の
申

告
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。ま
だ
届

い
て
い
な
い
方
や
申
告
が
必
要
で

用
紙
が
な
い
方
は
、市
民
税
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●出張所や郵送での申告もできます●
■市（都）民税の申告の出張受付
○２月22日（木）・23日（金）…東部出張所（白糸台文化
セン
ター）
○２月26日（月）…西部出張所（西府文化セン

ター）
※時間は、いずれも午前９時～午後４時半です。
■市（都）民税の申告の郵送受付
○郵送で申告書を提出する場合は、申告書と必要書類
（申告書の受付書が必要な方は、80円切手をはった返信
用封筒）を同封して、〒183－8703財務部市民税課へ

●点字による税額などのお知らせ●
　市と都では、視覚障害のある方に、納税通知書などに
点字によるお知らせを同封しています。平成19年度分
から同封を希望する方の申込みを受け付けます。
　申込み・問合せは、市税と介護保険料は障害者福祉課
生活係（３３５・４５４５）へ、自動車税・個人事業税など
の都税は都主税局総務課（０３・５３８８・２９２４）へ。

■
所
得
税
の
申
告（
確
定
申
告
）が

必
要
な
方

○
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
る
方
で
、所
得
金
額
の
合
計

が
、社
会
保
険
料
控
除
・
扶
養
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
方

○
公
的
年
金
な
ど
の
所
得
の
み
の

方
で
、所
得
金
額
の
合
計
が
、社
会

保
険
料
控
除
・
扶
養
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

○
給
与
所
得
者
で
、①
給
与
収
入

が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
、

②
給
与
・
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方
、

③
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
方

○
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族

な
ど
で
、そ
の
同
族
会
社
か
ら
給

与
の
ほ
か
に
、貸
付
金
の
利
子
、店

舗
・
工
場
な
ど
の
賃
借
料
、機
械
・

器
具
の
使
用
料
な
ど
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
方

○
土
地
・
建
物
、ゴ
ル
フ
会
員
権
、

貴
金
属
、骨
と
う
な
ど
の
資
産
を

売
っ
た
方

○
家
事
使
用
人
の
方
な
ど
で
、給

与
の
支
払
い
を
受
け
る
際
に
所
得

税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い

方■
申
告
書
の
作
成

　
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手

引
き
」や
申
告
用
紙（
税
務
署
、

市
役
所
２
階
市
民
税
課
に
用
意

／
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（ht

tp://w
w
w
.nta.go.jp/

）か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、画
面
の
指
示
に
従
っ
て
金

額
な
ど
を
入
力
し
、印
刷
す
る

と
、申
告
書
な
ど
が
作
成
で
き

ま
す
。ま
た
、国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ-

Ｔａ
ｘ
）で

申
告
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市（
都
）民
税
の
申
告
は
市
役
所
へ

市（
都
）民
税
の
申
告
は
市
役
所
へ

▽
申
告
期
間　

２
月
16
日（
金
）か
ら
３
月
15
日（
木
）午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
／
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
を
除
く

▽
会
場　

市
役
所
北
庁
舎
３
階
会
議
室

▽
問
合
せ　

市
民
税
課
普
通
徴
収
係（
３
３
５
・
４
４
４
１
）

所
得
税
の
申
告
は
税
務
署
へ

所
得
税
の
申
告
は
税
務
署
へ

▽
申
告
期
間　

２
月
16
日（
金
）か
ら
３
月
15
日（
木
）午
前
９
時

〜
正
午
、午
後
１
時
〜
５
時
／
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
を
除
く

※
２
月
18
日
・
25
日（
日
）に
申
告
書
作
成
の
指
導
と
受
付
を
行

い
ま
す
。

▽
会
場　

武
蔵
府
中
税
務
署

※
確
定
申
告
期
間
中
は
駐
車
場
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。な
お
、障
害
の
あ
る
方
専
用

の
駐
車
場
は
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

武
蔵
府
中
税
務
署（
３
６
２
・
４
７
１
１
）

確
定
申
告
す
る
方

は
、市（
都
）民
税
の
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　３月になると、
会場は大変込み合うので、
申告は早めに済ませ

ましょう。

税知博士税知博士税
ぜいぜい

知
しるしる

博士

　

税
の
申
告
の
受
付
を
２
月

　

税
の
申
告
の
受
付
を
２
月
1616
日（
金
）か
ら
行
い
ま
す
。

日（
金
）か
ら
行
い
ま
す
。

　

市（
都
）民
税
や
所
得
税
は
、様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の

　

市（
都
）民
税
や
所
得
税
は
、様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。期
限
内
に
正
し
く
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

大
切
な
財
源
で
す
。期
限
内
に
正
し
く
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
２
月
1616
日
●
日
●金
か
ら
か
ら

　

３
月

　

３
月
1515
日
●
日
●木

市︵
都
︶民
税
・
所
得
税
の
申
告

市︵
都
︶民
税
・
所
得
税
の
申
告

市︵
都
︶民
税
・
所
得
税
の
申
告

市︵
都
︶民
税
・
所
得
税
の
申
告

２
月
16
日
●金
か
ら

　

３
月
15
日
●木
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請
願
、陳
情
、傍
聴
な
ど
に
つ
い
て
は
、議
会
事
務
局

議
事
課
議
事
係（
３
３
５
・
４
５
０
７
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

第
１
回
府
中
市
議
会
定
例
会

第
１
回
府
中
市
議
会
定
例
会

招
集
日
は
２
月

招
集
日
は
２
月
1919
日（
月
）

日（
月
）

第
１
回
府
中
市
議
会
定
例
会

招
集
日
は
２
月
19
日（
月
）

■
計
画
期
間

　

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
25
年
度

ま
で
の
６
年
間

■
後
期
基
本
計
画
の
考
え
方

○
施
策
の
体
系
を
簡
素
化
し
て
、

よ
り
明
確
に
す
る

○
施
策
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し

た
施
策
名
称
と
す
る

○
市
政
の
根
幹
を
な
す
行
財
政
運

営
に
つ
い
て
の
施
策
を
明
示
す
る

○
市
民
意
識
調
査
や
政
策
的
な
判

断
な
ど
を
踏
ま
え
、重
点
取
組
項

目
を
明
示
す
る

○
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
指
標
や

数
値
目
標
を
明
示
し
、行
政
評
価

制
度
な
ど
を
活
用
し
て
、計
画
の

進
ち
ょ
く
状
況
の
把
握
に
努
め
る

■
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

○
公
聴
会
や
意
識
調
査
、意
見
募

集
な
ど
で
い
た
だ
い
た
市
民
の
意

見
を
、計
画
内
容
に
広
く
反
映
さ

せ
る
た
め
、市
民
参
加
に
よ
る
総

合
計
画
課
題
別
検
討
協
議
会
を
設

置
し
、提
言
の
取
り
ま
と
め
を
依

頼○
職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
、前
期
基
本
計
画
の
進

ち
ょ
く
状
況
や
、市
政
の
現
状
・
課

題
な
ど
を
把
握

■
今
後
の
予
定

　

総
合
計
画
課
題
別
検
討
協
議
会

か
ら
の
提
言
内
容
や
職
員
プ
ロ

「
心
ふ
れ
あ
う　

緑
ゆ
た
か
な　

住
み
よ
い
ま
ち
」の
実
現
を
目
指
し
て

第
５
次
府
中
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
策
定
に
向
け
て
の
取
組
み

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
検
討
結
果

を
踏
ま
え
、総
合
計
画
審
議
会
で

後
期
基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

検
討
し
、計
画
を
策
定
し
ま
す
。

■
提
言
書
な
ど
の
閲
覧

　

総
合
計
画
課
題
別
検
討
協
議
会

か
ら
の
提
言
書
や
市
民
の
意
見
、

職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ

る
検
討
結
果
報
告
書
は
、市
役
所

３
階
市
政
情
報
公
開
室
、中
央
・
各

地
区
図
書
館
、市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

p://w
w
w
.city.fuchu.tokyo.

jp/

）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　「府中市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成17
年度の人事行政の運営などの状況をお知らせします。
　問合せは、職員課人事係（３３５・４０５１）へ。

平成17年度

お知らせします
人事行政の運営などの状況

　

市
で
は
、平
成
20
年
度
か
ら
の
第
５
次
府
中
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、市
の
将
来
の
目
標
や
目
標
達
成
の
た
め
の
基
本
的
な

施
策
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、市
政
運
営
の
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

今
号
で
は
、そ
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、企
画
課
総
合
計
画
担
当（
３
３
５
・
４
０
３
７
）へ
。

　

１
月
12
日
に
、廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
か
ら「
循
環
型
社
会

の
形
成
に
向
け
た
一
般
廃
棄
物
の

処
理
の
あ
り
方
」に
つ
い
て
、市
長

へ
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、こ
の
答
申
を
尊
重
し
、

府
中
市
に
ふ
さ
わ
し
い
循
環
型
社

会
の
形
成
に
向
け
て
、市
民
、事
業

者
、行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
め
る
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
答
申
書
は
、市
役
所

５
階
ご
み
減
量
推
進
課
・
３
階
市

政
情
報
公
開
室
、中
央
図
書
館
、市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w

お
知
ら
せ
し
ま
す

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
か
ら
の
答
申

w
.city.fuchu.tokyo.jp/

）で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、ご
み
減
量
推
進
課

リ
サ
イ
ク
ル
係（
３
３
５
・
４
４
３

７
）へ
。

■
答
申
の
概
要

○
多
摩
地
域
各
市
の
状
況
も
踏
ま

え
、市
民
の
ご
み
減
量
に
対
す
る

意
識
改
革
の
観
点
か
ら
、家
庭
ご

み
の
有
料
化
を
実
施

○
家
庭
ご
み
の
有
料
化
を
実
施
す

る
場
合
は
、排
出
を
明
確
化
す
る

た
め
に
、指
定
収
集
袋
で
の
戸
別

収
集
を
実
施

○
家
庭
ご
み
の
有
料
化
・
戸
別
収

集
の
実
施
に
伴
う
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク

ス
の
撤
去

○
家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
向
け
た

市
民
へ
の
説
明
、市
民
と
販
売
店

と
の
連
携
に
よ
る
ご
み
の
発
生
抑

制
な
ど
の
施
策
が
必
要

平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度
人

１，４３７
人

１，４０９
（３０）

人
１，３８３
（２５）

人
１，３６７
（３１）

人
１，３５８
（４７）

※（　）内は、再任用短時間勤務職員で、外書きです。

区 分 定 年 退 職 勧 奨 退 職 普通退職等 計

事 務 職 人１４ 人８ 人５ 人２７
技 術 職 ５ １ ０ ６
保 育 士 職 ０ ８ ６ １４
栄 養 士 職 ０ １ ０ １
看 護 師 職 ４ １ ０ ５
保 健 師 職 ０ ０ ２ ２
歯科衛生士職 ０ ０ １ １
技 能 労 務 職 ８ ０ ２ １０
合 計 ３１ １９ １６ ６６

区 分
申 込 者 数 最終合格者数

男性 女性 計 男性 女性 計

事 務 職 人３１３ 人１８１ 人４９４ 人１９ 人１４ 人３３
技 術 職 ２５ ７ ３２ １ ２ ３
栄 養 士 職 ２ ２０ ２２ ０ ４ ４
看 護 師 職 ０ １２ １２ ０ ３ ３
保 健 師 職 ２ ３８ ４０ ０ ５ ５
合 計 ３４２ ２５８ ６００ ２０ ２８ ４８

区 　 分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

平成 13 年度 円３８７，４９２ 歳　   月４３　10 円３８２，４８０ 歳　  月４６　０

平成 14 年度 ３８９，２２２ ４４　２ ３７６，６５７ ４５　１

平成 15 年度 ３７９，５５１ ４４　２ ３６１，４７３ ４４　１

平成 16 年度 ３６９，５７９ ４３　７ ３４６，７３８ ４２　９

平成 17 年度 ３６２，５６１ ４３　０ ３５４，３０３ ４３　７

※平均給料月額には、諸手当を含みません。

１週間の正規の
勤 務 時 間 開 始 時 刻 終 了 時 刻 休 憩 時 間 休 息 時 間

40時間 午前８時半 午後５時15分 午後零時15分
から45分間

正午から15分間、
午後３時から15分間

区 分 付 与 日 数 ・ 期 間 な ど
公民権行使等休暇 必要と認められる時間
妊 娠 出 産 休 暇 妊娠中及び出産後を通じて16週間（多胎妊娠の場合は24週間）

母子保健健診休暇
妊娠23週までは４週間に１回、妊娠24週から35週までは２週間に１回、妊娠36
週から出産までは１週間に１回、出産後１年まではその間に１回、それぞれその
都度必要と認められる時間

育 児 時 間 １日２回それぞれ30分間

出 産 支 援 休 暇 出産の直前、または出産の日の翌日から起算して２週間の範囲内で３日以内、さ
らに、養育の必要がある子がある場合は、出産の日の翌日から引き続く５日以内

子 の 看 護 休 暇 ５日以内
生 理 休 暇 必要と認められる日

慶 弔 休 暇
結婚する場合は、引き続く５日
親族が死亡した場合は、その区分に応じ、引き続く１日から10日

骨 髄 提 供 休 暇 必要と認められる期間
夏 季 休 暇 ５日以内
長 期 勤 続 休 暇 引き続く５日以内（勤続20年、または30年目）
ボランティア休暇 ５日以内

区 分
分 限 処 分 懲 戒 処 分

免職 降任 休職 降給 免職 停職 減給 戒告

処分者数 人0 人0 人１３ 人0 人２ 人０ 人２ 人２

区　　　分 違反者数
法令等及び上司の職務上の命令に従う
義務

人
0

信用失墜行為の禁止 ５

秘密を守る義務 ０

区　 分 開催回数 受講者数 概　　　　　要

独自研修 回82 人1,757
階層別研修・実務専
門研修など

派遣研修 261 735 東京都市町村職員研
修所などへの派遣

職場研修 17 837 各職場ごとに実施す
る研修

自主研修 26 48 通信教育など
合　 計 386 3,377

区 　 分 概　　　　　要

評 定 対 象 者 係長職の職員及び昇任試験を受験する職員

評 定 の 時 期 毎年１回、11月１日を基準日として実施

評定対象期間 前回の評定基準日（11月１日）から当該評定の基準日の前日
評定の実施状況 705人

区 分 受診者数

定期健康診断 人1,348
腰部健康診断 80
胃 検 診 146
ＶＤＴ眼科検診 761

区 　 分 認定件数

公 務 災 害 件2
通 勤 災 害 4

区　　分 件数

勤務条件に関する措置の要求 件0
不利益処分に関する不服申立て   １

区　　　分 違反者数
職務に専念する義務 人１
政治的行為の制限 ０

争議行為等の禁止 ０

営利企業等の従事制限 ０

◆第５次府中市総合計画の仕組み◆
（　　部分が今回策定する計画）

年度 平成
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

基本
構想 基本構想（12年間）

基本
計画 前期基本計画（６年間） 後期基本計画（６年間）

実施
計画

実施計画
（３年間）

実施計画
（３年間）

実施計画
（３年間）

実施計画
（３年間）

（１）職員の任免及び職員数の状況

①職員数の推移（各年度４月１日現在）

②退職の状況

（２）職員の競争試験及び選考の状況
○採用試験の状況

（３）職員の給与の状況
○職員の平均給料月額・平均年齢の推移（各年度４月１日現在）

（４）職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
①勤務時間、休憩･休息時間の状況

②特別休暇制度の状況

（５）職員の分限及び懲戒処分の状況

（６）職員の服務の状況

（７）職員の研修及び勤務成績の評定の状況
①職員の研修の概要 ②職務業績評価の概要

（８）職員の福祉及び利益の保護の状況
①健康診断の概要 ②公務災害などの状況

（９）公平委員会による報告
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　市職員・特別職の給与などは、市議会の議決によって定められる条例やこ
れに基づく規則によって定められ、支給状況を毎年お知らせしています。
　問合せは、職員課人事係（３３５・４０５１）へ。

お知らせします

市職員・特別職の給与など

区 分 ７ 級 ６ 級 ５ 級 ４ 級 ３ 級 ２ 級 １ 級
計標 準 的 な

職 務 内 容 部 長 課 長 課長補佐 係 長 主 任 主　　事

職 員 数
人

１９
人

６１
人

３１
人１６６

（１）
人１８０

（４）
人２８２

（１７）
人

６７
人８０６

（２２）

構 成 比
％

２．４
％

７．６
％

３．８
％２０．６

（４．５）
％２２．３

（１８．２）
％３５．０

（７７．３）
％

８．３
％１００．０

（１００．０）
参

考

１ 年 前 の
構 成 比 ２．４ ６．９ ４．０ ２０．２ １０．７

（２８．９）
４６．９
（７１．１） ８．９ １００．０

（１００．０）
５ 年 前 の
構 成 比 ２．１ ７．４ ３．３ ２１．０ １４．０ ４７．７ ４．５ １００．０

※市の給与条例に基づく給料表（１）の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
※（　）内は、再任用短時間勤務職員で、外書きです。

区 分 経験年数10～14年 経験年数15～19年 経験年数20～24年

一 般
行政職

大学卒 円３０７，６４０ 円３５６，４０９ 円４０１，２６８

高校卒 ２５８，２７５ ２９５，２７１ ３６５，３４０

技 能
労務職 全学歴 ２６８，５４４ ３１１，２３０ ３４２，９３５

区 分 府 中 市 国 東 京 都

一 般

行政職

大学卒
円

１７７，４００
円 Ｉ 種 １７９，２００

II  種 １７０，２００
円

１７９，２００

高校卒 １４４，８００ １３８，４００ １４２，７００

区 分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料月額 平均給与月額 平 均
年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平 均

年 齢

府中市 円
３５９，４６１

円
４８１，９４４

４２歳
１０月

円
３５０，６８５

円
４３０，７５８

４３歳
１０月

※ 平均給与月額は、給料（基本給に相当するもの）に諸手当（扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当など）
を加えたものの平均月額です。（平成18年４月支給分）
※期末・勤勉手当（ボーナスに相当するもの）は含みません。

区 分 職員数（Ａ）
給 与 費 １人当たり

給 与 費
（Ｂ／Ａ）給 料 職 員 手 当 期末・勤勉手当      計（Ｂ）

平 成
18年度

人
１，２４１   
（３１）

千円
５，２００，０００

千円
１，４２７，０００

千円
２，２８０，０００

千円
８，９０７，０００

千円
７，１７７

※給与費は、当初予算に計上した額です。
※職員手当には、退職手当を含みません。
※（　）内は、再任用短時間勤務職員で、外書きです。

会 計 年 度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

歳 出 総 額
百万円

８０，６１２
百万円

７７，８７４
百万円

７２，６３９
百万円

７９，９３８
百万円

７７，１５３

人 件 費 １３，６７０ １３，８１９ １３，５１０ １３，０２２ １２，７６６

人件費比率 １６．９% １７．８% １８．７% １６．３% １６．５%

区 分 住 民 基 本
台 帳 人 口

歳 出 額
（Ａ） 実 質 収 支 人 件 費

（Ｂ）
人 件 費 比 率

（Ｂ／Ａ）

平成17年度
平成18年3月31日現在

２３６，９５７人
千円

７７，１５３，１４５
千円

１，５３７，６７６
千円

１２，７６５，８５５
％

１６．５

※ 普通会計は、一般会計に特別会計（公営企業、準公営企業を除く）を加え、会計間の重複を控除して得ら
れる統計上の会計です。
※人件費には、特別職に支給する給料、報酬などを含みます。

区 分 給 料 ・  報 酬 月 額 期末手当（平成18年度支給割合）

市 長 円
１，０８０，０００

　６月期　２．０５月分
１２月期　２．１０月分
　３月期　０．３０月分

計　４．４５月分

助 役 ９４０，０００
収 入 役 ８３０，０００
議 長 ６５０，０００ 　６月期　２．２５月分

１２月期　２．５０月分
計　４．７５月分

副 議 長 ５７０，０００
議 員 ５５０，０００

区分

勤続年数

府 中 市 国 東 京 都

支 給 率 支 給 率 支 給 率

普 通 退 職 定年等退職 普 通 退 職 定年等退職 普 通 退 職 定年等退職

勤 続 ２０ 年 月分
２４．２５

月分
３５．００

月分
２３．５０

月分
３０．５５

月分
２４．２５

月分
３５．００

勤 続 ２５ 年 ３２．５０ ４５．５０ ３３．５０ ４１．３４ ３２．５０ ４５．５０

勤 続 ３５ 年 ４９．７５ ５９．２０ ４７．５０ ５９．２８ ４９．７５ ５９．２０

最 高 限 度 ５０．００ ５９．２０ ５９．２８ ５９．２８ ５０．００ ５９．２０

そ の 他 の
加 算 措 置

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算） 

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算） 

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算）

※ 普通退職は、自己都合などによる退職をいい、定年等退職は、定年（原則60歳）、勧奨などによる退職で
す。
※ 市で平成17年度に退職した職員１人当たりの平均支給額は、普通退職で488万円（平均勤続年数11年
３月）、定年等退職で2,761万円（平均勤続年数35年10月）です。

扶 養 手 当 配偶者13,800円、そのほかの親族2人目まで8,400円、3人目以降7,500円、16～22歳の子には4,500円加算

地 域 手 当 給料、扶養手当、管理職手当の合計額の11％

住 居 手 当 世帯主13,900円、非世帯主8,500円

通 勤 手 当 交通機関利用者は６か月定期などの価格の総額、自転車2,000円、バイクなど2,300円

管 理 職 手 当 課長補佐職以上を対象区分に応じて給料の16～20％

特殊勤務手当
著しく危険、不健康、そのほか特殊な業務についたときに支給される手当（11
種類）
職員１人当たり平均支給月額2,891円

超過勤務手当 正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給される手当職員１人当たり平均支給月額22,720円

区分
支給期

府 中 市 国 東 京 都

期 末 手 当 勤 勉 手 当 期 末 手 当 勤 勉 手 当 期 末 手 当 勤 勉 手 当

６ 月 期
月分１．３５

（０．６５）
月分０．７０

（０．３５）
月分１．４０

（０．７５）
月分０．７２５

（０．３５）
月分１．６０

（０．７５）
月分０．４７５

（０．２７５）

12 月 期 １．４０
（０．８５）

０．７０
（０．３５）

１．６０
（０．８５）

０．７２５
（０．４０）

１．６５
（０．９５）

０．４７５
（０．２７５）

３ 月 期 ０．２７
（０．１3）

－
（－）

－
（－）

－
（－）

０．２５
（０．１０）

－
（－）

計 ３．０２
（１．６３）

１．４０
（０．７０）

３．００
（１．６０）

１．４５
（０．７５）

３．５０
（１．８０）

０．９５
（０．５５）

職務上の段階、
職務の級などに
よる加算措置

有 有 有

※市の期末手当については、0.03月分の減額調整を実施します。
※（　）内は、再任用職員についての支給割合です。

区　　　分 職　　　員 　　　数 対 前 年 増 減 数 平 成 18 年 度 の
主 な 増 減 理 由部　　　門 平成16年 平成17年 平成18年 平成16年 平成17年 平成18年

一

般

行

政

部

門

議 会
総務企画
税 務
民 生
衛 生
労 働
農林水産
商 工
土 木

１２
２１４
６７
４８１
９６
２
６
５

１２１

１２
２１２
６７
４７４
９５
２
５
７

１１７

１２
２２３
６８
４６８
９３
２
５
７

１１８

０
△　３
０

＋　３
△　２
０
０
０
０

０
△　２
０

△　７
△　１
０

△　１
＋　２
△　４

０
＋１１
＋　１
△　６
△　２
０
０
０

＋　１

総合計画担当スタッフ新設ほか
納税課スタッフ増員
保育士配置基準見直しほか
清掃事務所業務見直しほか

地区整備部門スタッフ増員ほか

小 計 １，００４
（１９）

９９１
（３２）

９９６
（２３） △　２ △１３ ＋　５

特

別

行

政

部

門

教 育 ２４３ ２４８ ２４６ △　９ ＋　５ △　２ 単独校の給食調理業務
を民間委託ほか

小 計 ２４３
（１０）

２４８
（１１）

２４６
（８） △　９ ＋　５ △　２

普通会計　計 １，２４７
（２９）

１，２３９
（４３）

１，２４２
（３１） △１１ △　８ ＋　３

公
営
企
業
等

会

計

部

門

下 水 道
そ の 他

１７
１０３

１６
１０３

１５
８５

０
△　５

△　１
０

△　１
△１８

業務見直し
受託水道業務の一部が都に移管ほか

小 計 １２０
（２）

１１９
（４）

１００
（５） △　５ △　１ △１９

合 計 １，３６７
（３１）

１，３５８
（４７）

１，３４２
（３６） △１６ △　９ △１６

※ 職員数は、一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時、
または非常勤職員を除きます。
※（　）内は、再任用短時間勤務職員で、外書きです。

給　与

給　　　　料
扶  養  手  当
地  域  手  当
住  居  手  当
通  勤  手  当
管 理 職 手 当

勤務実績に応じて
支給されるもの

一定の時期に
支給されるもの

毎月支給されるもの

特殊勤務手当
超過勤務手当

期末・勤勉手当
退  職  手  当

◆給与の概要（平成19年１月１日現在）◆

（７）一般行政職の級別職員数の状況（平成18年４月１日現在）

（６）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成18年４月１日現在）

（５）職員の初任給の状況（平成19年１月１日現在）

（４）職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢の状況（平成18年４月１日現在）

（３）職員給与費の状況（普通会計予算）

（２）人件費比率の推移（普通会計決算）

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（11）特別職の報酬などの状況

（10）退職手当の状況（平成18年４月１日現在）

①毎月支給されるもの（平成19年１月１日現在）

②勤務の実績に応じて支給されるもの（平成17年度実績）

（９）職員手当の状況

③期末・勤勉手当（平成18年度支給割合）

（８）定員の状況（各年４月１日現在）
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ご意見をお聞かせください
文化財保護制度の見直し

　市では、文化財専門委員会からの答
申「府中市の文化財保存・活用のあり方
について」や文化財保存活用計画策定
協議会の進ちょく状況を踏まえて、文
化財保護制度の見直し案の概要を作成
しました。
　この概要は、３月12日（月）まで、府中
駅北第２庁舎４階文化財担当、市の
ホームページ（http://www.city.fuch
u.tokyo.jp/）でご覧になれます。
■意見の募集
　この概要について、皆さんのご意見
をお寄せください。
▽提出方法　３月12日（月）まで（必着）
に、住所、氏名、意見を記入して、生涯学
習部文化財担当（〒183－0056寿町１
の５）へ／ＦＡＸ（３６０・４４０１）、
電子メール（bunkazai01@city.fuchu.t
okyo.jp）、または持参可
▽問合せ　文化財担当（３３５・４４７
３）

ご意見をお聞かせください
開発事業まちづくり配慮指針
素案・開発事業の基準の見直し
　市では、地域の特性に応じたまちづ

くりを進めるため、開発事業まちづ
くり配慮指針の素案と、開発事業に
おいて公共施設や公益施設などを整
備する基準の見直し案の概要を作成
しました。
　この素案・概要は、３月14日（水）ま
で、市役所７階計画課、各文化セン
ター、市政情報センター、市のホーム
ページ（http://www.city.fuchu.tok
yo.jp/）でご覧になれます。
■意見の募集
　この素案・概要について、皆さんの
ご意見をお寄せください。　
▽提出方法　３月14日（水）まで（当
日消印有効）に、住所、氏名、件名、意
見を記入して、〒183－8703都市整
備部計画課へ／ＦＡＸ（３３５・０４
９９）、電子メール（tosikei03@city.f
uchu.tokyo.jp）、または持参可
▽問合せ 計画課地域まちづくり担
当（３３５・４３３５）

乳がん検診

▽日程 ４月９日（月）・11日（水）か
ら13日（金）・16日（月）から20日（金）・
23日（月）から27日（金）、５月１日
（火）・７日（月）から11日（金）・15日
（火）から18日（金）・22日（火）・25日
（金）・28日（月）・30日（水）
▽会場 保健セン

ター分館、または都多摩
がん検診セン

ター（武蔵台２の９）
▽対象 昭和42年以前生まれの女性

市民
※次の方は受診できません。
○平成18年度に市の乳がん検診を受
けた方
○授乳中、または卒乳後半年未満の
方
○乳房疾患で治療中、または経過観
察中の方
○妊娠中、または妊娠の可能性があ
る方
○10分程度まっすぐ立てない方
○心臓にペースメーカーを装着して
いる方
○乳房内に人工物が入っている方
※過去に乳房の手術をした方は、個
別で受診することをお勧めします。
▽定員 500人（抽せん）
▽費用 2000円
※生活保護世帯で検診を希望する方
は、検診時に無料受診券（市役所６階
生活援護課に用意）を持参してくだ
さい。
▽内容 マンモグラフィ（１方向、ま
たは２方向）、視触診ほか
▽申込み ２月17日（土）まで（当日
消印有効）に、往復はがき（１人１枚）
に住所、氏名（ふりがな）、生年月日、
電話番号、返信用あて名を記入して、
保健セン

ター分館「乳がん検診」係（〒183－
0055府中町１の30）へ
▽問合せ 保健セン

ター分館成人保健係
（３６８・６５１１）

大規模開発事業の土地利用構想
意見書と見解書の写しの縦覧
▽期間 ２月20日（火）から３月６日（火）
午前８時半～午後５時（土・日曜日を除
く）
▽場所　市役所７階計画課
▽内容
○開発事業者　コスモスイニシア
○所在地 浅間町３の２の１外
○面積 6,991.01平方メー

トル

○土地利用目的　戸建住宅開発
▽問合せ 計画課地域まちづくり担当
（３３５・４３３５）

■土地利用調整審査会
　２月13日（火）午前11時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は当日直
接会場へ／問合せは計画課地域まちづ
くり担当（３３５・４３３５）へ
■文化振興計画検討協議会
　２月15日（木）午後２時　府中の森芸
術劇場／傍聴希望の方（先着10人）は当
日直接会場へ／問合せは文化コミュニ
ティ課文化事業係（３３５・４１３０）へ
■教育委員会定例会
　２月22日（木）午前10時　教育セン

ター／傍
聴希望の方は前日までに、総務課へ／
問合せは同課総務係（３３５・４４２
４）へ

■育児サークル「天使の羽根」会員募
集　活動は月１～２回　府中グリー
ンプラザほか／対象は生後２か月～
３歳の乳幼児と母親／内容はベビー
マッサージ、ベビーサイン、誕生会な
どを中心に母親同士の友達づくりほ
か／申込み・問合せは同会（042・401・
9880）へ
■還暦軟式野球会会員募集　活動は
毎週２回　午前11時～午後１時　市
民健康セン

ター第１野球場ほか／対象は60
歳以上で市民、市内在勤の方／費用
月額1000円／申込み・問合せは藤谷
宅（368・1626）へ
■ケヤキカメラクラブ写真展　２月
15日（木）から28日（水）午前９時～午
後10時（28日は午後４時まで）　生涯
学習セン

ター／無料／問合せは伊奈宅（36
6・6845）へ
■講演会「確定申告で損をしないた
めに」　２月21日（水）午後１時半～
３時半　府中診療所（府中町１の13）
／無料／講師は藤井敏夫氏（府中年
金者組合副委員長）／主催は同組合
／問合せは鈴木宅（363・3703）へ
■プレようちえんピンポンパン無料
体験会　２月23日（金）午前10時～10
時半・10時半～11時　中央文化セン

ター／
対象は平成15年４月～平成17年３月
生まれの幼児と保護者／各回先着10
組／内容は紙芝居、歌、工作ほか／問
合せは野波あて（090・6030・5852）へ、
平日は午後６時以降に

■合唱無料体験講座　２月24日、３
月10日（土）午前10時～11時半　住吉
文化セン

ター／内容はオペラ「カルメン」の
児童合唱ほか／講師は林　弘明氏
（自由の森学園教諭）／主催は青空児
童合唱団／問合せは坂本宅（364・37
78）へ
■混声合唱無料体験講座　２月27
日、３月27日（火）午後７時半～９時
半　片町文化セン

ターほか／内容は発声と
合唱指導／曲目はブラームス…「愛
の歌」ほか／講師は家田紀子氏（藤原
歌劇団員）／主催はChor Himmel／
申込み・問合せは坂本宅（364・3778）
へ
■ごみ減量に関する講演会　２月17
日（土）午後２時～４時　中央文化セン

ター

／無料／講師は福田清春氏（東京農
工大学教授）ほか／主催は府中市自
治会連合会／問合せは同連合会事務
所（367・1112）へ
■ミュージカル「地震カミナリ火事
オヤジ」　２月28日（水）午後６時半
　府中の森芸術劇場／入場料4500円
（全席指定）／内容は消防団への理解
と郷土愛をテーマとしたミュージカ
ル／出演は劇団ふるさときゃらばん
／申込み・問合せは同劇団（381・67
21）へ
■ワークショップ「いじめについて
語り合おう」　３月３日（土）午前10
時半～正午、午後２時～３時半　府
中グリーンプラザ／各回先着15人／
無料／内容はいじめの原因と対策に
ついて考える／主催は三多摩「学校・
職場のいじめ」ホットライン／申込

み・問合せは桜井宅（334・5203）へ
■団塊世代に役立つワークショップ
　３月３日（土）午後１時～２時半　
府中グリーンプラザ／定員20人（抽
せん）／無料／内容は地域活動を含
めたこれからの人生を考えるための
討論会／申込みは２月20日（火）まで
（当日消印有効）に、往復はがきで西
東京総研（〒183－0006緑町１の13
の１の501）へ／問合せも同会（368・
4801）へ
■府中アカデミー合唱団定期演奏会
　３月４日（日）午後２時　府中の森
芸術劇場／入場料3000円（前売りは
500円引き）／曲目は「美しく青きド
ナウ」「レクイエム」ほか／出演は堤
　俊作（指揮）、片岡　敬（ソプラノ）、
ロイヤルチェンバーオーケストラ／
チケットは同劇場、府中グリーンプ
ラザで発売中／問合せは都筑あて
（362・4502）へ
■三多摩労働者スポーツ祭典マラソ
ン大会　３月４日（日）午前10時　市
民健康セン

ター／費用2000円／種別は男子
の部（10キロメー

トル）…29歳以下・30歳代・
40歳代・50歳代、女子の部（５キロメー

トル）
…39歳以下・40歳以上、高齢者の部
（５キロメー

トル）…60歳以上／主催は同実
行委員会／申込みは２月15日（木）ま
でに同実行委員会へ／問合せも同実
行委員会（042・529・5550）へ
■平成19年度府中市野球連盟登録
チーム受付と審判員募集　連盟登録
…２月25日（日）午前10時～午後３時
　グラウンド管理所／対象は市民、
市内在勤の方で構成した20人以内の

チーム／費用30000円（チーム登録
費）及び１人500円（東京都軟式野球
連盟登録費）／申込用紙は２月23日
（金）まで市役所８階体育課で配布／
審判員募集…対象は野球の審判を
やってみたい方／申込み・問合せは
高橋宅（366・3345）へ
■くらやみ祭「万灯花・絵画制作会」
　３月21日（祝）午後１時半　総合体
育館／対象は小学生／先着350人／
内容はくらやみ祭を宣伝する絵や万
灯の作成／絵画・万灯は４月下旬か
ら５月６日（日）に、市内各所で展示
／申込み・問合せはむさし府中青年
会議所（362・1090）へ
■こどものコーラス展　３月25日
（日）午後２時　府中の森芸術劇場／
入場料2000円、小・中学生1000円（全
席自由）／出演はＮＨＫ東京児童合
唱団、森の木児童合唱団ほか／共催
は府中文化振興財団／申込み・問合
せは日本童謡協会（03・3263・5766）へ
■ＮＨＫハートフォーラム「発達障
害を理解し早期発見と適切な支援に
つなげる」　３月25日（日）正午～午
後４時半　府中グリーンプラザ／定
員450人／無料／内容は講演とシン
ポジウム／講師は相沢幸子氏（銀杏
の会御茶ノ水発達セン

ター長）／主催はＮ
ＨＫ厚生文化事業団ほか／申込みは
はがき、またはＦＡＸ（03・3476・59
56）に参加希望者全員の住所・氏名を
記入して、同事業団「早期療育フォー
ラム」係（〒150－0041渋谷区神南１
の４の１）へ／問合せも同事業団（0
3・3476・5955）へ
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生涯学習審議会委員を募集

▽任期 ４月から平成21年３月
▽対象 市民／現在、市の別の審議会・
協議会などの公募委員の方は除く
▽募集人員　３人
▽内容 これからの生涯学習の振興に
ついての審議
▽申込み ２月23日（金）まで（必着）
に、「学んだものを社会に還元していく
私の実践活動や提言」について800字以
内にまとめて、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、職業、電話番号を記入して、〒18
3－8703生涯学習部生涯学習課へ／持
参可／応募書類は返却しません／選考
結果は３月下旬に通知
▽問合せ 生涯学習課企画振興係（３
３５・４４６３）

平成19年度（２次募集）市立・
私立保育所（園）の申込みを受付
　４月１日（日）からの市立・私立保育
所（園）への入所・転所の２次募集の申
込みを次のとおり受け付けます。
▽受付期間　２月23日（金）まで　午前
９時～午後５時／土・日曜日、祝日を除
く
▽場所 市役所６階保育課

▽受入枠 ２月20日（火）に市役所６
階保育課、各保育所（園）、市のホーム
ページ（http://www.city.fuchu.toky
o.jp/）で掲示
▽問合せ 保育課管理係（３３５・４
１７２）

東京都知事選挙・府中市議会議員
選挙20～29歳の投票立会人を募集
▽日時 東京都知事選挙…４月８日
（日）午前７時～午後８時、府中市議
会議員選挙…４月22日（日）午前７時
～午後８時／各投票所への集合はい
ずれも午前６時半
▽場所 市内50か所の投票所のう
ち、本人が選挙人名簿に登録されて
いる投票所
▽対象 平成18年12月21日以前か
ら引き続き３か月以上市内に住所が
あり、選挙人名簿に登録されている
昭和52年４月９日から昭和62年４月
９日生まれの方

▽定員 各日50人（１投票所１人／
抽せん）
▽報酬 15000円
▽内容 選挙の当日に、公益代表と
して投票所で投票事務の立会い
▽申込み ２月23日（金）まで（必着）
に、はがきに応募の動機、希望選挙
名、住所、氏名、年齢、職業（学校名・学
年）、電話番号を記入して、〒183－87
03選挙管理委員会事務局へ／結果は
後日通知
▽問合せ 選挙管理委員会事務局選
挙係（３３５・４４８６）

平成19年度地域子ども
ひろば事業推進員募集

▽勤務 毎週土曜日の午前９時～正
午（夏休みなどの長期休業期間は除
く）
▽場所 各市立小学校体育館
▽対象 18～64歳で、遊びの指導が
でき、健康で子供が好きな方
▽定員 若干名
▽謝礼 １回2760円
▽申込み ２月28日（水）まで（土・日
曜日、祝日を除く）に、履歴書を持っ
て、市役所６階児童青少年課へ／選
考結果は後日通知
▽問合せ 児童青少年課青少年係
（３３５・４４２７）

ジュニアリーダー講習会
受講生募集

▽対象 新小学４～６年生の市民
▽定員 30人（抽せん）
▽費用 500円（年間保険料）／食材
などの実費負担あり
▽内容 年間10回程度のキャンプ実
習や野外活動の体験を通じて友達づ
くりとリーダーシップを養う
▽指導 府中市ジュニアリーダー講
習会運営委員会
▽申込み ２月28日（水）まで（必着）
に、はがきに住所、氏名（ふりがな）、
学校名・学年、電話番号を記入して、
〒183－8703子ども家庭部児童青少
年課へ
▽問合せ 児童青少年課青少年係
（３３５・４４２７）

府中をぐるっと
市内観光スタンプラリー

▽期間 ５月31日（木）まで
▽スタンプ設置施設　観光情報セン

ター、
府中市美術館、郷土の森博物館、大國

魂神社、サントリー武蔵野ビール工場、
大東京綜合卸売セン

ター

▽費用 無料／郷土の森博物館は観覧
料が別に必要
▽内容 スタンプカード（各施設に用
意）にスタンプを集めながら市内を巡
る
※スタンプカードは府中観光協会ホー
ムページ（http://www.kankou-fuchu.
com）からもダウンロードできます。
※スタンプを全て集めた方には絵はが
きを差しあげます。また、スタンプを全
て集めた方の中から抽せんで50人に、
府中の特産品の詰め合わせを差しあげ
ます。
▽問合せ 市内観光スタンプラリー実
行委員会事務局（３３５・４０９５＝経
済観光課内）、または観光情報セン

ター（３０
２・２０００）

府中市平和都市宣言20周年事業
「平和・国際理解のつどい」／Ｆ
▽日時 ３月17日（土）午後１時～４時
▽会場 生涯学習セン

ター

▽定員 290人（抽せん）
▽費用 無料
▽内容 東京外国語大学の留学生によ
るシンポジウム、アトラクションほか
▽申込み ３月５日（月）まで（必着）
に、はがきに住所、氏名（ふりがな）、年
齢、電話番号を記入して、〒183－8703
生涯学習部生涯学習課へ／生涯学習セン

ター

講座応募箱での申込み可
▽問合せ 生涯学習課企画振興係（３
３５・４４６３）

平成18年10月から平成19年３月分
外国人学校児童・生徒保護者補助金
▽対象 市に外国人登録原票があり、
外国人学校（学校教育法に規定する小・
中学校）に通う児童・生徒の保護者
▽補助額 月額2000円
▽申込み ３月９日（金）まで（必着）に、
決められた用紙（市役所４階総務管理
課に用意）で、〒183－8703総務部総務
管理課へ
▽問合せ 総務管理課統計係（３３５・
４０５９）

平成18年度エコハウス設備
設置補助金を終了
　平成18年度エコハウス設備設置補助
金の受付は終了しました。
　問合せは、環境保全課公害係（３３
５・４１９６）へ。

ふれあい文化祭ふれあい文化祭

■市の税関係事務臨時職員募集　
勤務は３月16日（金）から30日（金）
午前９時～午後５時（土・日曜日、祝
日を除く）／対象はおおむね50歳ま
での全日勤務できる方／定員12人
（書類選考）／申込みは２月13日
（火）から16日（金）に、電話で申込み

後、履歴書を持って、市役所４階職
員課へ／問合せも同課人事係（335・
4049）へ
■市の臨時職員登録者募集　勤務は
月～金曜日の午前９時～午後５時／
対象はおおむね50歳までの方／内容
は事務補助（軽易なパソコン作業あ
り）／申込みは履歴書を持って、市役
所４階職員課へ／問合せも同課人事
係（335・4049）へ

■展示部門
▽日時 ２月24日（土）午後１時～４
時半・25日（日）午前10時～午後４時

■青年国際交流事業参加者募集　内
容は①国際青年育成交流、②日中青
年親善交流、③日韓青年親善交流、④
東南アジア青年の船、⑤世界青年の
船／期間は９月の①②20日間・③15
日間、④10～12月の50日間、⑤平成20
年１～３月の45日間／対象は18～30
歳の方／申込みは３月16日（金）まで
に、都教育庁社会教育課へ／問合せ
も同課（03・5320・6859）へ

■糖尿病予防フェスタ　３月３日
（土）午後１時～５時　武蔵野スイン
グホール（武蔵境駅北口）／先着200
人／内容は糖尿病医療・栄養相談、血
糖値測定、講演会、メタボリックシン
ドローム予防関係品の配布ほか／講
師は辻野元祥氏（医師）ほか／当日直
接会場へ／問合せは多摩府中保健所
（362・2334）へ

▽内容 手芸、工作、陶芸ほか
※遊びコーナーも開設します。
■発表部門
▽日時 ２月25日（日）午前10時～
午後５時
▽内容 ダンス、劇、和太鼓ほか

◇　　　◇　　　◇
▽会場 府中の森芸術劇場
▽入場 自由（無料）
▽問合せ 府中ちびっ子ふれあい
文化祭実行委員会事務局（３６５・
６２１１＝是政文化セン

ター内）▲ぜひ、ご覧ください

ふれあい文化祭ふれあい文化祭
府中ちびっ子府中ちびっ子

ふれあい文化祭
府中ちびっ子

▲子育てを応援します

　各文化センターで活動
している児童サークルの
発表会を行います。
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

　・学習事業係　３３６・５７０８

■エル・ネット「オープンカレッジ」／Ｆ
　講座名・日時は下の表のとおり　語
学室／定員30人／無料（希望者のみテ
キスト代が別に必要）／申込みは各講
座の初回の前日まで（必着）に、はがき、
またはＦＡＸ（336・5709）に希望講座
名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番
号を記入して、当セン

ター学習事業係へ／電
子申請、講座応募箱での申込み可／定
員を超えた場合のみ参加の可否を連絡

■陶芸ボランティア作品展
　２月15日（木）から３月１日（木）午前
９時～午後10時　展示コーナー／無料
／内容は当セン

ター陶芸ボランティアの作品
展示と活動紹介

生涯学習セミナー受講生募集

①教養セミナー

■日本の名城探訪／Ｆ
　日程・内容・講師は下の表のとおり　
講堂／対象は平成３年４月１日以前生
まれの市民、市内在勤・在学の方／定員
290人（抽せん）／費用1500円

②実技セミナー

■デジタルカメラ入門／Ｆ
　３月12日（月）から16日（金）午後１時
半～４時半（全５回、13日は午前10時～
午後１時）　パソコン学習室ほか／対
象は平成３年４月１日以前生まれでパ
ソコンの基本操作ができ、デジタルカ
メラをお持ちの市民／定員15人（抽せ
ん）／費用5000円（受講料・教材費）／内
容はデジタル写真の撮影・編集ほか／
講師は沼田一男氏（日本写真芸術学会
会員）ほか

◇　　　◇　　　◇
　申込みは２月17日（土）まで（当日消
印有効）に、①はがき、②往復はがきに
希望講座名、住所、氏名（ふりがな）、年

齢、電話番号、返信用あて名を記入し
て、当セン

ター学習事業係へ／電子申請可
（①は講座応募箱可）

　３６８・７９２１
観覧料　２００円（中学生以下１００円）

■星空観望会「オリオン大星雲と冬
の星々を見よう」
　２月17日（土）午後６時半～８時　
博物館正門前／費用大人100円、中学
生以下50円／内容は新移動天文観測
車などの天体望遠鏡で季節の星など
を観察／協力は府中天文同好会／中
学生以下は保護者同伴／雨天･曇天
中止（当日午後３時に決定）

郷土の森梅まつり関連事業郷土の森梅まつり関連事業郷土の森梅まつり関連事業

■梅の木散歩
　２月21日・28日（水）午後１時　本
館前集合／各日先着30人／無料／講
師は土方　智氏（土方技術士事務所
所長）／申込みは当日午後零時半に
本館前へ

■梅まつり手づくり工房
　２月18日、３月４日（日）午前10時
～午後３時　ふるさと体験館／対象
は小学生以上の方／各日先着40人／
費用200～600円／内容はフェルト細
工やステンシルなどで梅にちなんだ
飾りを作る／当日直接会場へ

　３３６・３３７１

■常設展ギャラリートーク
　２月17日（土）午後２時　常設展示
室／無料（常設展観覧料が別に必要）

／内容は常設展テーマ「みることの
よろこび」の解説／講師は当館学芸
員／当日直接常設展示ロビーへ
■市民ギャラリー「府中市在住美術
家展」
　２月20日（火）から３月31日（土）午
前10時～午後５時　市民ギャラリー
／無料／内容は洋画、日本画、彫刻、
切り絵、版画の展示

　３５４・８７００

■カンガルータイム「助産師と話そ
う！お産、赤ちゃんとの生活あれこ
れ」
　３月４日・11日（日）午前10時15分
～午後零時15分　ミーティングルー
ム／対象は全回出席できる市民で、
受講時妊娠20～28週の妊婦と配偶者
／定員12組（抽せん）／無料／内容は
夫婦で楽しく出産を迎えるための知
識や心の準備を、お互いの気持ちを
知り合いながら学ぶ／申込みは２月
21日（水）まで（必着）に、往復はがき
に住所、氏名（ふりがな）、生年月日、
電話番号、参加の動機、受講時妊娠週
数、託児（定員８人）希望の方は幼児
の氏名（ふりがな）・生年月日、返信用
あて名を記入して、当セン

ター「カンガルー
タイム」係へ

　３５１・４６００

■女性のための市政参画講座「わた
しがつくる府中の未来」／Ｆ
　日時・内容・講師は下の表のとおり
／対象は女性で、市民、市内在勤・在
学の方／先着30人／無料／託児（１
歳～就学前の幼児先着10人、おやつ
代300円が必要）希望の方は２月22日
（木）までに、電話で当セン

ターへ／申込み
は２月13日（火）午前９時から電話で
当セン

ターへ

　３６０・３３１１

■ふしぎ発見科学教室「静電気で遊ぼ
う」
　２月24日（土）午後１時半～４時　学
習室／対象は小学３年生以上の方／先
着25人／費用300円／内容は電気くら
げなどを作り静電気の性質について学
ぶ／協力は科学体験クラブ府中／申込
みは２月11日（祝）午前９時から当館へ
（電話可）

　・府中国際交流サロン事務局
　（市民活動支援課内）
　３３５・４１３１

■講演会「私の草の根国際交流～アイ
ルランド自転車の旅を中心に」
　２月24日（土）午後２時～３時半　府
中駅北第２庁舎３階会議室／対象は市
民、市内在勤・在学の方／定員60人／無
料／講師は舘　浩道氏（サイクリスト）
／申込みは２月19日（月）まで（必着）
に、はがきに参加希望者全員の住所、氏
名（ふりがな）、電話番号を記入して、
〒183－8703生活文化部市民活動支援
課「国際交流講演会」係へ／定員を超え
た場合のみ参加の可否を連絡

　３６０・１３１２／ FAX３６８・６１２７

心身障害者福祉 セン
ター

■初心者向けパソコン講習会
　２月20日（火）から22日（木）午後１時
半～３時（全３回）／対象は身体障害者
手帳をお持ちの方／先着４人／内容は
パソコンの基本操作や文字入力、イン
ターネットほか／手話通訳、入力装置
などが必要な方は申込み時にお知らせ
ください／申込みは当セン

ターへ

　・社会福祉協議会 ３３４・３０４０

■病気と福祉のわかりやすい話／Ｆ
　２月27日（火）午後１時半～３時半　
新町文化セン

ター／対象は市民／先着30人／
無料／内容は病気の話「高齢者の診療
について」…講師は山田東太郎氏（医
師）、福祉の話「聞こえづらい高齢者と
のコミュニケーションの取り方」／協
力は府中市医師会／申込み・問合せは
社会福祉協議会へ

回 日　程 内　容 講　師

１ ２月26日
（月）

名城の条件と日本
100名城

中城正堯氏
（日本城郭協会理事）

２ ２月28日
（水）

関東の名城～江戸
城

村井益男氏
（日本大学大学院講師）

３ ３月７日
（水）

名城の縄張と石
垣・城門

田中邦煕氏
（元木更津高専教授）

４ ３月12日
（月）

関東の名城～小田
原城と八王子城

村井益男氏
（日本大学大学院講師）

５ ３月19日
（月）

イタリアの城・日
本の城

藤宗俊一氏
（建築家）

６ ３月21日
（祝）

世界遺産・首里城
とグスク

中城正堯氏
（日本城郭協会理事）

※時間は、いずれも午後２時～４時。

回 日　時 内　容 講　師

１
３月２日（金）
午前10時

～正午

女性の市政
参画の重要
性ほか

橋本ヒロ子氏
（十文字学園女
子大学教授）

２
３月16日（金）
午後２時

～３時半

福祉のまち
づくりとユ
ニバーサル
デザイン

市職員

３
３月23日（金）
午後２時

～３時半

子育てしや
すい環境づ
くり

市職員

講座名 日　時 全回数

プラザカレッジ
京都学講座

３月12日（月）午前
10時～11時半・19
日（月）午前10時～
11 時 20 分・26 日
（月）午前10時～11
時半

３

秋田からの健康
発信

３月14日（水）午前
10時～11時50分・
28日（水）午前10時
～11時

２

自然保護と有効
利用

３月２日・９日（金）
午前10時～11時50
分・16日（金）午前９
時50分～11時55
分

３

高齢者の食育を
中心に

３月17日（土）午前
10時半～11時15
分・24日・31日（土）
午前10時半～11時

３

▲ 特徴的な梅の木の解説を聞きなが
ら梅園を散策します

▽日時 ２月21日（水）午前９時半
～午後零時半／荒天中止
▽集合場所　観光情報セン

ター

▽定員 先着30人
▽費用 200円（保険代、
資料代）／郷土の森博物
館観覧料が別に必要
▽行程　観光情報セン

ター～大
國魂神社～妙光院～矢崎
町防災公園～市民健康セン

ター

～郷土の森博物館（園内
散策）
▽申込み ２月13日（火）から電話
で、府中観光協会事務局へ

アが自然、文化、施設などを徒歩で案内します。 ▲ 
一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か

　観光ガイドツアー

早春、梅の香を求め郷土の森までの散策
　梅まつり開催中の郷土の森博物館まで、府中市観光案内人ボランティ
アが自然、文化、施設などを徒歩で案内します。

▽問合せ　府中観光協会事務局（３
３５・４０９５＝経済観光課内）、ま
たは観光情報セン

ター（３０２・２０００）


